


日本足の外科学会

● 診 断
●以下の症状が認められた場合、モートン神経腫と診断されます。

●歩行時に、足趾の付け根から指先にかけての疼痛、しびれ、灼熱感がある。中には安静時にも症状
が出ることもある。

●靴を履いている時に症状が強くなり、靴を脱ぐと軽快する。
●足趾の付け根を横から握って圧迫すると、趾間の疼痛や腫瘤を感じる。

● 治 療
●治療方法

保存療法
●幅の狭い靴やハイヒールなどの使用を控えます。
●中足骨パッドや足底挿板を使用します。
●ステロイドと局所麻酔薬の局所注射を行います。数回の注射で約半数に効果があります。

手術療法
●保存療法を行っても症状の改善が見られない場合には、手術療法を選択することがあります。
●足背もしくは足底を数センチ切開して靱帯を切り離し、神経腫を切除します。

そく　　てい　　そう　　ばん

しゅりゅう

MRI で神経腫を確認できることもありますが、診断率は決して高くありません。

ハイヒールなどの使用を控えます

本パンフレット記載の情報・画像の無断使用はお断り致します。
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